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超強力両面粘着テープ
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用

　

途

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

● 鋼板、 ステンレス板、 プラスチックなどの同種同士や異種間の接合。
● 鋼製建具やスチール家具製造時の表面板と中骨の接着。
● 金属、 電気機器など工業用分野での構造用接着テープとして、 また建築、 看板製作など
の屋外用接着テープとしてもご使用いただけます。
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特

　

長

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ｌ

・ 金属に対して優れた接着強さを有します。
● 被着体の動きに対して優れた追従性を有し、 表面平滑性、 美粧性に優れています。
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テ 」 プ 厚 さ ：０．６５ｍｍ
はく離ライナー厚さ

　

約０．１３皿

１． 粘着剤：アクリル酸エステル樹脂
２． 支持体：発泡ポリマー
３． はく 離ライ ナー
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使 用 方 法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１
（１） 被着体のゴミなどの汚れを取り除いてからご使用ください。（２） テープを一方の被着体にはり、 はく離ライナーをはがします。（３） もう一方の被着体とはり合わせた後、 接合部をローラー・プレス機などの治具で充分に圧着します。
（４） 圧着後、３０分以上静置してから使用してください。

［使用上の注意］
※

　

テープ粘着面に手をふれると粘着強さが低下しますのでふれないでください。※

　

ポリエチレン、 ポリプロピレン、 ゴム、 シリコーン樹脂、 フッ素樹脂では充分な接着強

　

さが得られません。 これらに使用する場合には、 あらかじめ試験してから使用して下さ

　

し、
ｏ

※

　

凹凸面 （ブロック、 モルタル）、 粗面 （砂壁、 壁クロス）、 はがれやすい塗装面には使

　

用 しないで下さい。
※

　

一度はったテープは再使用しないでください。※

　

直射日光を避け、 涼しい場所で保管してください。※

　

貴金属や高価格品への使用は避けてください。
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１２００ｍｍ幅原反をスリット加工致します。
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本品は下記の注意事項を守って取り扱ってください。１．接着用途以外には使用しないでください。２．使用後は、 側面にゴミやホコリがつかないように袋や箱に入れて保管してください。３．直射日光の当たらない屋内に保管してください。※ 詳細な注意事項が必要な場合には、 安全データシート （ＳＤＳ） をご参照ください。

ー火気注意蓄
１Ｅ厭走可燃物（合成塑 劃

※

　

国際単位系（Ｓ工）による数値の換算は、１０ｏｏｃｐ＝ｌｐａ・ｓ（ｌｃｐゴｍｐａ ＄）， ｌｋｇｆ／ｃ‘＝０．０９８Ｎ／唖 です。

　　

の

　　

守備

　

、 標準処方例は当社の試験、 研究に基づいたもので、 信頼しうると考えますが、 記載の言
性能および諸特性などは、 材料や使用条件などにより本資料と異なる結果を生ずることがあります。 実際の
諸性能、 諸特性などについては、 ご需要家各位で、 研究ならびに検討の上、 ご使用いただきますようお願い
いたします

コニー端条式舎暮±
大阪本社

　

大阪市中央区道修町１ －１ （北浜コニ シ ビル）

関東支社

　

さいたま市桜区西堀５－３－３５

支店

　　　

名古屋、 福岡、 横浜、 札幌

営業所

　　

仙台、 前橋、 栃木、 千葉、 静岡、 新潟、 金沢、 滋賀、 姫路、 高松、 広島、 沖縄
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技 術 デ ー タ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｉ

以下のデ」夕は断りのない限り、 すべて２３±２ｑＣ（５０±５）％の標準状態で測定したものです。

１． 各種接着特性

言式騒ぎ項目 老成着体 養生条件 ＶＶＦ７２０

９０度引きはがし粘着強さ

　　　

（Ｎ／１ｏｍｍ）
ステンレス板

（ＳＵＳ３０４ＢＡ）
２３ＯＣ・３日 間 １９

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板同士
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

２３０Ｃ・３日 間 １１６

せん断保持力
８００Ｃ・７日 間

ステンレス板同士
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

２３０Ｃ・３日 間 落下せず

２． 被着体別９０度引きはがし粘着強さ

試験項目 被着体 養生条件 ＶＶＦ７２０

９０度引きはがし粘着強さ

　　　

（Ｎ／１ｏｍｍ）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

２３０Ｃ・３日 間 １９

ＰＰ檀寸月旨 ２３ＯＣ・３日 間 ５

ＡＢｓ樹脂 ２３０Ｃ・３日 間 １０

米栂 ２３０Ｃ・３日 間 ９

３． 温度別引張せん断接着強さ

試鰯口員目 被着体 測定温度 ＶＶＦ７２０

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

－２００Ｃ ３２７

ｏｏＣ １８２

２３ｏＣ １１６

４００Ｃ ７１

６０ｏＣ ５５
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４． 温度別初期９０度引きはがし粘着強さ

言燕験琴頁目 室疲着体 養生条件 ＶＶＦ７２０

９０度引きはがし粘着強さ

　　　

（Ｎ／１ｏｍｍ）
ステンレス板

（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

２３ｏｃ－１：分間 ７

ｏｏＣ・１分間 ７

５． 耐熱引張せん断接着強さ

試験項目 被着体 養生条件 ＶＶＦ７２０

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

８０ｏＣ・７２０時 間 １７９

６． 耐温水引張せん断接着強さ

謙式。験珪頁目 被着体 養生条件 ＶＶＦ７２０

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

４０ｏＣ７ｋ・１６８時 間 ９１

７． 促進耐候引張せん断接着強さ （サンシャインカーボンアーク灯式耐候性試験）

試験項目 被着体 暴露時間 ＶＶＦ‐７２０

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

１０００時間 １３８

８． 耐湿熱引張せん断接着強さ

言式験項目 宅疲雇副本 養生条件 ＶＶＦ７２０

引張せん断接着強さ

　

（Ｎ／ｌｏｏｍｍ
２）

ステンレス板
（ＳＵＳ３０４ＢＡ）

８０ｏＣ（９５）％・７２０時 間 ２９５
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試験方法
・ ９０度引きはがし粘着強さ

　

標準状態において、 各種被着体に、 テ」プを特殊アルミ箔 （厚さ１３０にｍ） で補強し
てはり合わせ、 アルミ箔の上を５ｋｇの ゴム張りローラー を約３００ｍｍ／分の速さで１
往復させて圧着する。 ７２時間放置後、 ９０度方向に引張速度３００ｍｍ／分で引きはが
したときの粘着強さを測定する。

・引張せん断接着強さ

　

標準状態において、 脱脂した被着体の端部同士をはり合わせ、 被着体の上から５ｋ ｇ の
ゴム張りローラ」を約３００ｍｍ／分の速さで１往復させて圧着し、 ７２時間放置する。引張速度５０ｍｍ／分で引張せん断試験を行い、 破断した最大接着強さを測定する。接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ

・せん断保持力

　

標準状態において、 脱脂した各種被着体の端部同士をはり合わせ、 被着体の上から５ｋ
ｇのゴム張りローラーを約３００ｍｍ／分の速さで１往復させて圧着し、 ７２時間放置す
る。 ８０℃雰囲気下においてｌｋｇの重りをかけ、 ７日間放置後、 重りの有無を確認す
る。
接着面積：２５ × ２ ５ｍｍ

・温度別引張せん断接着強さ

　

引張せん断接着強さと同じように作製した試験体を標準状態にて７２時間放置後、 測定
温度雰囲気下で２時間以上放置し、 引張速度５０ｍｍ／分で引張せん断試験を行い、 破断
した最大接着強さを測定する。
接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ

・温度別初期９０度引きはがし粘着強さ
所定温度雰囲気下において、 脱脂した被着体にテープを特殊アルミ箔 （厚さ１３０ ｇ

ｍ） で補強してはり合わせ、 アルミ箔の上を５ｋｇの ゴム張りロ←ラーを約３００ｍｍ／
分の速さで１往復させて圧着する。 １分間放置後、 ９０度方向に引張速度３００ｍｍ／分
で引きはがしたときの粘着強さを測定する。

・耐熱引張せん断接着強さ

　

引張せん断接着強さと同じように作製した試験体を標準状態で７２時間放置する。 これ
を８０℃の雰囲気下に７２０時間放置後、 標準状態で１時間以上冷却し、 ５０ｍｍ／分の
速さで引張せん断試験を行い、 破断した最大接着強さを測定する。
接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ

・耐温水引張せん断接着強さ

　

引張せん断接着強さと同じように作製した試験体を標準状態で７２時間放置する。 これ
を４０℃の水に１６８時間浸せきし、 標準状態で１時間以上冷却し、 水から取り出して直
ちに５０ｍｍ／分の速さで引張せん断試験を行い、 破断した最大接着強さを測定する。接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ
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・促進耐候引張せん断接着強さ （サンシャインカーボンア」ク灯式耐候性試験）

　

引張せん断接着強さと同じように作製した試験体を標準状態で３日間放置する。 これを
サンシャインカーボンアーク式耐光性および耐候性試験機に、 テープはり合わせ部分のい
ずれかの側面が照射を受けるように取り付ける。 所定の時間放置後、 標準状態で７２時間
以上放置し、 ５０ｍｍ／分の速さで引張せん断試験を行い、 破断した最大接着強さを測定
する。
接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ

・耐湿熱引張せん断接着強さ

　

引張せん断接着強さと同じように作製した試験体を標準状態に７２時間放置する。 これ
を温度８０℃、 相対湿度９５％以上の恒温恒湿装置内に７２０時間放置後、 標準状態に７
２時間放置し、 ５０ｍｍ／分の速さで引張せん断試験を行い、 破断した最大接着強さを測
定する。
接着面積：１５× １ ５ ｍ ｍ
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